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二
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大
会 

要
旨 

 



 

二松学舎大学人文学会第 127 回大会 

 

◆日  時 2023年 12月 9日（土）12:50～（開場 12:30） 

◆開催方式 対面 

◆会  場 研究発表：二松学舎大学 九段キャンパス 1号館 2階 201教室 

講演：二松学舎大学 九段キャンパス 1号館 B2階中州記念講堂 

◆備  考 事前申し込み不要・参加費無料 

◆プログラム 

12:50     開会挨拶 

13:00～15:00 研究発表（各 30分(発表 20分、質疑応答 10分)） 

慶安四年版本『発心集』巻四第一〇話考 

二松学舎大学大学院文学研究科国文学専攻 博士前期課程 1年 筧 さくら 

 

「少女」と「馬賊」――『満韓ところどころ』が生成する「満洲」 

二松学舎大学大学院文学研究科国文学専攻 博士後期課程 1年 王   風 

 

「首が落ちた話」から見る宣伝戦 

二松学舎大学大学院文学研究科国文学専攻 博士後期課程 3年 王  学勤 

 

『管子』篇目伝世小考 

二松学舎大学大学院文学研究科中国学専攻 博士後期課程 3年 有永 真瑞 

 

15:00～15:20 休  憩 

15:20～17:30 講  演 

 

「琴学」を奏でる――文人たちの抵抗の系譜 

神戸大学大学院人文学研究科講師 早川 太基 

 

17:50     閉会挨拶



 

【
研
究
発
表
要
旨
】 

 
慶
安
四
年
版
本
『
発
心
集
』
巻
四
第
一
〇
話
考 

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻 

博
士
前
期
課
程
一
年 

筧 

さ
く
ら 

 

『
発
心
集
』
は
、
鴨
長
明
が
発
心
の
機
縁
と
な
る
話
を
集
め
た
仏
教
説
話
集
で

あ
る
。
そ
の
性
格
上
、
収
載
話
の
大
半
を
仏
教
者
の
往
生
譚
や
高
徳
譚
が
占
め
る

が
、
諸
本
を
通
覧
す
る
と
合
計
五
話
の
神
明
説
話
が
確
認
で
き
る
。 

特
に
流
布
本
系
統
に
唯
一
の
神
明
説
話
で
あ
る
、
巻
四
第
一
〇
話
「
日
吉
ノ
社

ヱ
詣
ル
僧
死
人
ヲ
取
リ
棄
ル
事
」
は
、
日
吉
社
に
百
日
詣
を
す
る
僧
が
遺
体
の
葬

送
に
関
わ
り
穢
れ
を
得
る
が
、
の
ち
に
日
吉
社
の
神
に
赦
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
中

世
神
明
説
話
に
お
い
て
神
が
穢
れ
を
赦
す
話
は
ま
ま
見
ら
れ
、
先
行
研
究
で
も
収

載
理
由
に
関
す
る
論
考
は
多
い
。
し
か
し
、
伝
染
す
る
穢
れ
を
記
す
話
は
作
品
中

本
話
の
み
で
、
こ
れ
に
注
目
し
た
論
者
は
い
な
い
。 

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
巻
二
第
四
話
、
巻

五
第
一
四
話
、
お
よ
び
他
作
品
の
内
容
が
類
似
す
る
話
と
の
比
較
を
行
い
、
『
発

心
集
』
収
載
話
に
お
け
る
「
死
の
穢
れ
」
の
様
相
と
記
述
を
検
討
す
る
。
調
査
対

象
と
し
て
は
、
流
布
本
系
統
か
ら
よ
り
古
態
を
留
め
る
と
さ
れ
る
慶
安
四
年
版
本

を
取
り
上
げ
る
。
『
発
心
集
』
各
話
に
は
主
題
に
基
づ
い
た
構
成
要
素
の
取
捨
選

択
が
見
受
け
ら
れ
、
巻
四
第
一
〇
話
の
主
眼
は
「
穢
れ
を
赦
す
神
」
に
あ
る
。
よ

っ
て
、
他
話
で
欠
い
て
い
る
穢
れ
の
伝
染
が
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

   

  

「
少
女
」
と
「
馬
賊
」―

―

『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
が
生
成
す
る
「
満
洲
」 

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程
一
年 

王 

風 

  

一
九
〇
九
年
九
月
か
ら
十
月
、
約
一
ヶ
月
半
の
日
程
で
、
夏
目
漱
石
は
中
国
東

北
地
方
と
朝
鮮
を
旅
行
し
た
。
漱
石
が
帰
国
し
た
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
日
ま
で
、
そ
の
旅
行
の
紀
行
文
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』（
以
下
『
満
韓
』）
が

東
京
と
大
阪
の
『
朝
日
新
聞
』
に
五
十
一
回
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
た
。 

そ
の
紀
行
文
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
、
連
載
中
断
や
語
ら
れ
な
い
韓
国
な
ど
の
問

題
点
を
め
ぐ
っ
て
、
断
片
的
な
指
摘
は
先
行
研
究
に
す
で
に
あ
る
。
し
か
し
、
旅

行
中
に
書
か
れ
た
日
記
と
『
満
韓
』
と
を
細
か
く
比
較
対
照
す
る
こ
と
は
ま
だ
十

分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

本
発
表
は
ま
ず
、『
満
韓
』
の
各
章
と
そ
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
日
記
の
記
述

と
を
一
日
ず
つ
照
合
し
、
日
記
か
ら
『
満
韓
』
へ
と
「
転
写
」
さ
れ
る
中
で
人
物

に
つ
い
て
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
と
り
わ
け
、
日
記
に
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
『
満
韓
』
の
本
文
で
印
象
深
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
少

女
」
と
「
馬
賊
」
と
で
あ
る
。
異
国
情
緒
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
を
ま
と
っ
た

「
少
女
」
と
、
日
本
人
に
敵
意
を
持
つ
暴
力
の
象
徴
で
あ
る
「
馬
賊
」
と
の
二
つ

が
、『
満
韓
』
に
お
け
る
「
満
洲
」
と
い
う
「
冒
険
者
の
楽
園
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
生
成
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

さ
ら
に
、
私
的
文
献
で
あ
る
日
記
か
ら
、
公
的
な
性
格
を
持
つ
新
聞
連
載
へ
と

表
現
の
場
が
移
る
過
程
に
現
れ
た
作
者
と
編
集
者
と
の
植
民
地
趣
味
を
指
摘
し

た
い
。 

 



 

  
「
首
が
落
ち
た
話
」
か
ら
見
る
宣
伝
戦 

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程
三
年 

王 

学
勤 

 

芥
川
龍
之
介
「
首
が
落
ち
た
話
」
は
一
九
一
八
年
一
月
一
日
発
行
の
『
新
潮
』

に
掲
載
さ
れ
、
次
年
に
『
傀
儡
師
』
に
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、『
聊
斎

志
異
』
所
収
の
「
諸
城
某
甲
」
か
ら
題
材
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、

主
に
作
品
に
含
ま
れ
て
い
る
反
戦
思
想
と
芥
川
の
人
間
性
に
対
す
る
認
識
と
い

う
二
つ
の
方
向
か
ら
の
検
討
が
盛
ん
で
あ
る
。 

「
首
が
落
ち
た
話
」
の
舞
台
は
遼
東
で
あ
る
。
日
清
戦
争
の
兵
士
で
あ
る
何
小

二
は
戦
い
の
最
中
、
日
本
の
騎
兵
に
首
を
切
ら
れ
、
瀕
死
の
状
態
で
あ
っ
た
。
何

小
二
は
日
本
の
軍
医
の
救
護
を
受
け
て
生
還
す
る
。
テ
ク
ス
ト
中
で
、
日
本
人
が

何
小
二
を
「
柔
順
な
や
つ
」
と
称
美
す
る
点
は
、
多
く
の
研
究
者
に
批
判
さ
れ
て

い
る
。 

「
首
が
落
ち
た
話
」
は
、
何
小
二
の
よ
う
な
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
庶
民
の
不

幸
へ
の
同
情
を
描
い
た
テ
ク
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
日
本
と
中
国
の
対
立
関
係
に
踏

み
込
も
う
と
は
し
な
い
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
は
僅
少
で
あ

る
。
今
回
の
発
表
で
は
、
日
清
戦
争
の
時
期
の
両
国
間
の
宣
伝
戦
に
遡
り
、
こ
の

宣
伝
戦
が
「
首
が
落
ち
た
話
」
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。 

  

  

  

『
管
子
』
篇
目
伝
世
小
考 

文
学
研
究
科
中
国
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程
三
年 

有
永 

真
瑞  

『
管
子
』
は
、
全
八
十
六
篇
か
ら
成
る
先
秦
諸
子
の
思
想
書
で
あ
る
。
こ
の
書

に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
先
秦
か
ら
漢
初
に
か
け
て
原
型
が
成
立
し
た
と
見
る
の

が
研
究
史
上
の
通
説
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
前
漢
に
お
い
て
劉
向
の
校
書
に
よ
り
八
十
六
篇
に
整
理
さ
れ
た
と
さ
れ
る
も

の
と
現
行
本
『
管
子
』
の
篇
の
総
数
と
同
一
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。  

一
方
で
、
そ
の
後
の
『
管
子
』
の
伝
承
状
況
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
八
十
六
篇
の

そ
れ
ぞ
れ
の
篇
目
や
名
称
に
関
す
る
状
況
を
伝
え
て
い
る
も
の
は
、
検
討
を
要
す

る
も
の
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。  

そ
の
た
め
、
本
発
表
で
は
、
秦
末
漢
初
か
ら
劉
向
校
書
ま
で
の
『
管
子
』
に
関

連
す
る
記
載
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
後
の
『
管
子
』
の
引
用
状
況
や
篇
目
を
考

察
し
、
宋
本
『
管
子
』
ま
で
の
間
に
如
何
に
し
て
『
管
子
』
が
伝
承
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
篇
目
の
当
該
時
代
に
お
け
る
内
容
は
ど
こ
ま
で
が
確
定
し
た
も
の
と
し

て
扱
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
精
査
し
て
み
た
い
。 


